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6

4
2
2

部
　
門
　
日
本

画
・
洋
画
・
彫
塑

工
芸
・
写
真
・
書

受
　
付

22
年
1

月
9
日
（
土
）
正
午
か
ら

場
　
所

市
役
所
2
階

対
　
象
　
市
内
在
住
在
勤
者
で
15

歳
以
上
の
方
※
要
項
等
は
各
公
民

館
・
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
生
涯

学
習
課
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

生
涯
学
習
課
・
内
線
5

3
2
1

市
で
は
、「
元
気
・
輝
き
応
援

奨
励
賞
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

市
内
在
住
・
在
勤
で
、
国
等
が

行
う
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
・
文
化
・

福
祉
の
向
上
を
目
標
と
し
た
全
国

大
会
以
上
の
大
会
（
小
・
中
学
生

は
関
東
大
会
以
上
）
に
出
場
さ
れ

る
方
で
、市
を
代
表
し
て
活
躍
し
、

市
を
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
方
に

限
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

総
合
政
策
課
・
内
線
2

4
2
2

22
年
4
月
か
ら
、
高
校
や
専
門

学
校
（
専
門
課
程
を
置
く
専
修
学

校
）
・
大
学
に
入
学
さ
れ
る
方
の

親
権
者
等
で
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
入
学
準
備
金
を
必
要
と
す
る
方

に
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
を
行
い

ま
す
。
資
格
や
貸
付
限
度
額
等
、

内
線
2
7
3
1
〜
2
7
3
3

B

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
休
日
納
付
相
談

日
　
時

12
月
20
日
（
日
）
午
前

9
時
〜
午
後
3
時
　

場
　
所

市
役
所
1
階
高
齢
者
支

援
課
窓
口
　

問
合
せ

高
齢
者
支
援
課
介
護
保

険
担
当
・
内
線
3
7
2
2
、
後
期

高
齢
者
医
療
係
・
内
線
3
7
3
1

期
　
日
　
12
月
19
日
（
土
）

場
　
所

栃
木
県
塩
原
温
泉

内
　
容

ハ
イ
キ
ン
グ
、
ピ
カ
焼

き
、
牧
場
見
学

対
　
象

小
学
4
年
〜
6
年
生
の

15
人
（
定
員
締
め
切
り
）

費
　
用

1
5
0
0
円

申
込
み
　
12
月
7
日
（
月
）
か
ら

11
日
（
金
）
ま
で
に
青
少
年
相
談

員
協
議
会
事
務
所
（
自
治
振
興
課

内
）
へ

問
合
せ
　
自
治
振
興
課
・
内
線
5

5
2
2

日
　
時
　
12
月
23
日

（
水
・
祝
）
q
午
後

2
時
か
ら
、
w
午
後

3
時
か
ら

場
　
所

市
民
セ
ン

タ
ー
1
階
通
路
（
鳩
ヶ
谷
駅
内
）

内
　
容

q
C
L
A
P
サ
キ
ソ
フ

ォ
ー
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
、

「
そ
り
す
べ
り
」「
き
ら
き
ら
星
変

奏
曲
」「
彼
方
の
光
」な
ど
の
演
奏
、

w
里
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
、

「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
」「
情
熱
大
陸
」

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み

22
年
3
月
10
日
（
水
）

ま
で
に
、
申
込
書
を
教
育
委
員
会

総
務
課
へ
提
出
（
年
末
年
始
、
土

日
、
祝
日
除
く
）

問
合
せ

教
育
委
員
会
総
務
課
・

内
線
5
1
2
1

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
「
日
本
年
金
機
構
」
が
22
年

1
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

現
在
あ
る
社
会
保
険
事
務
所

は
、「
年
金
事
務
所
」
に
名
称
が

変
り
ま
す
が
、
今
ま
で
ど
お
り
、

年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

問
合
せ
　
国
保
年
金
課
・
内
線
3

2
2
5
、
浦
和
社
会
保
険
事
務
所

1
0
4
8
・
8
3
1
・
1
2
7
8

最
近
、
市
の
広
報
掲
示
板
を
無

断
で
使
用
す
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
掲
示
板
を
使
用
す
る
に
は
許

可
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

掲
示
物
を
持
参
の
う
え
、
秘
書
広

報
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
次
に
該
当
す
る
も
の
は
掲

示
で
き
ま
せ
ん
。

掲
示
で
き
な
い
も
の
　

▼
営
利
活
動
を
目
的
と
し
た
も
の

▼
政
治
・
宗
教
活
動
を
目
的
と
し

た
も
の

▼
個
人
的
な
お
知
ら
せ

▼
企
業
活
動
に
関
す
る
も
の
な
ど
　

問
合
せ
　
秘
書
広
報
課
・
内
線
2

1
2
6

B

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
市
税

の
休
日
納
税
相
談
（
認
印
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

休
日
納
税
相
談
に
併
せ
、
平
日

に
金
融
機
関
や
市
役
所
で
納
税
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
納
税
窓
口

も
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
国
保
の

異
動
届
出
の
う
ち
、
一
部
の
受
付

業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
国
保
年
金
課
に
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

12
月
12
日
（
土
）
・
13

日
（
日
）
・
19
日
（
土
）
・
20
日

（
日
）
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
　

場
　
所

市
役
所
1
階
国
保
年
金

課
窓
口
お
よ
び
納
税
課
窓
口
　

問
合
せ

国
保
年
金
課
・
内
線
3

2
2
1
〜
3
2
2
3
、
納
税
課
・

「
Y
e
l
l
」
な
ど
の
演
奏

問
合
せ
　
自
治
振
興
課
・
内
線
5

5
2
2

日
　
時
　
12
月
26
日
（
土
）
午
後

2
時
半
〜
4
時

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー
ダ
ヴ
2

階
多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

「
あ
な
た
も
わ
た
し
も

輝
い
て
」
〜
女
と
男
の
素
敵
な
ハ

ー
モ
ニ
ー

講
　
師

E
S
P
E
R
A
N
Z
A

（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

対
　
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
1
0
0
人
（
費
用
無
料
、
手

話
通
訳
あ
り
）

問
合
せ
　
自
治
振
興
課
・
内
線
5

5
2
2

日
　
時
　
12
月
8
日
（
火
）
〜
11

日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

（
11
日
は
正
午
ま
で
）

場
　
所

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ
　
障
害
者
支
援
課
・
内
線

3
8
2
1

対
　
象

市
内
の
製
造
事
業
所

調
査
時
期

12
月
下
旬
か
ら

※
調
査
員
は
「
調
査
員
証
」
を
必

ず
携
行
し
ま
す
。（
調
査
員
に
は

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。）

※
調
査
票
は
統
計
目
的
以
外
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
総
合
政
策
課
・
内
線
2

お
知
ら
せ

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

休
日
納
税
相
談

21
年
工
業
統
計
調
査

第
29
回
障
害
者

創
作
品
展

12月28日（月）に、公的個人認証サー
ビスセンターのシステム更新が行われる
ため、市役所 1 階市民課で行っている公
的個人認証電子証明書の発行ができなく
なります。
ご理解とご協力をお願いします。
問合せ 市民課・内線3126

公的個人認証電子証明書の発行休止公的個人認証電子証明書の発行休止

1212月月2828日日（（月月））のの 11 日間日間

ダ
ヴ
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

平
成
21
年
度
男
女

共
同
参
画
講
演
会

社
会
保
険
事
務
所
の

名
称
が
変
わ
り
ま
す

市
美
術
展
作
品
募
集

元
気
・
輝
き
応
援

奨
励
賞

入
学
準
備
金
貸
付
制
度

市
広
報
掲
示
板
の

使
用
に
つ
い
て

青
少
年
ハ
イ
キ
ン
グ
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内
　
容

子
と
保
護
者
の
交
流

B

あ
ひ
る
ク
ラ
ブ

日
　
時

22
年
2
月
10
日
（
水
）

午
後
2
時
半
〜
4
時

対
　
象

2
歳
児
と
保
護
者

内
　
容

子
と
保
護
者
の
交
流

B

お
と
う
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
会

日
　
時

22
年
2
月
6
日
（
土
）、

午
前
9
時
半
〜
11
時
半

対
　
象

乳
幼
児
と
お
父
さ
ん
20

組
（
お
か
あ
さ
ん
・
お
じ
い
ち
ゃ

ん
も
可
）

内
　
容

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
、
お

も
ち
ゃ
づ
く
り

B

公
立
保
育
所
の
あ
そ
ぼ
う
会

※
申
込
み
は
12
月
16
日
（
水
）
か
ら

蘆
桜
保
育
所
1
2
8
1
・
3
9
4

2
蘆
南
保
育
所
1
2
8
3
・
4
0

0
1
蘆
三
ツ
和
保
育
所
1
2
8

1
・
3
0
1
8
蘆
里
保
育
所
1
2

8
6
・
6
3
5
0

※
申
込
み
は
随
時
電
話
で

B

マ
マ
の
手
作
り
オ
モ
チ
ャ
講
習

日
　
時

12
月
8
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

内
　
容

プ
ル
ト
ッ
プ
で
リ
ー
ス

と
へ
び
を
つ
く
ろ
う

対
　
象

乳
幼
児
の
保
護
者
等

B

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
　
時

12
月
22
日
（
火
）
午
後

1
時
半
〜
3
時

内
　
容

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
な
が

ら
楽
し
く
育
児
相
談
を
し
ま
す

対
　
象

1
歳
未
満
児
と
保
護
者

費
　
用

無
料
（
別
途
オ
イ
ル
代

が
か
か
り
ま
す
）

10
時
〜
正
午

内
　
容

マ
イ
ナ
ス
1
9
6
℃
の

世
界
、
ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ
う

対
　
象

小
学
生
30
人

費
　
用
　
3
0
0
円

申
込
み

12
月
5
日
（
土
）
午
前

9
時
か
ら
窓
口
で
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

※
各
事
業
と
も
、
受
付
は
22
年
1

月
7
日
（
木
）
午
前
9
時
か
ら
電

話
で

B

0
歳
児
講
座

日
　
時

22
年
2
月

22
日
（
月
）
・
23
日

（
火
）
・
25
日

（
木
）
・
26
日
（
金
）、

計
4
回
、
午
前
10
時
半
〜
11
時

対
　
象

2
か
月
〜
7
か
月
児
と

保
護
者
10
組
程
度

B

1
歳
児
講
座

日
　
時

22
年
2
月
5
日
（
金
）

・
8
日
（
月
）
・
9
日
（
火
）、

計
3
回
、
午
前
9
時
半
〜
11
時

対
　
象

1
歳
児
と
保
護
者

B

2
歳
児
講
座

日
　
時

22
年
2
月
1
日

（
月
）・
2
日
（
火
）・
4
日
（
木
）、

計
3
回
、
午
前
9
時
半
〜
11
時

対
　
象

2
歳
児
と
保
護
者

B

q
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
w
ぺ
ん
ぎ
ん

ク
ラ
ブ

日
　
時
　
22
年
1
月
22
日
（
金
）、

q
午
前
10
時
〜
11
時
半
、
w
午
後

2
時
半
〜
4
時

対
　
象

q
6
〜
7
か
月
児
と
保

護
者
、
w
1
歳
児
と
保
護
者

登
録
受
付
期
間

12
月
10
日（
木
）

か
ら
随
時
受
付
け
（
郵
送
可
）
※

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

登
録
有
効
期
限

22
年
4
月
1
日

〜
23
年
3
月
31
日

提
出
書
類

市
臨
時
職
員
等
登
録

申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
人
事
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
）、
資
格
が
必
要
な
職
種
は
資

格
証
の
写
し

申
込
み
・
問
合
せ
　
人
事
課
・
内

線
2
1
3
1
（
た
だ
し
、
発
掘
調

査
希
望
の
方
は
、
郷
土
資
料
館
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
1
2
8

3
・
3
5
5
2
）

s

業
務
の
必
要
に
応
じ
て
、
事
前

に
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
中

か
ら
条
件
に
合
う
方
を
選
考
し
、

決
定
し
ま
す
。s

こ
の
登
録
は
、

採
用
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
各
職
場
の
業
務
の
必
要

に
応
じ
て
採
用
を
行
い
ま
す
の

勤
務
条
件
　
週
5
日
（
29
時
間
）

賃
　
金

時
給
1
0
1
0
円

申
込
み
・
問
合
せ

人
事
課
・
内

線
2
1
3
1

業
務
内
容

乳
幼
児
健
康
診
査
、

相
談
業
務
、
栄
養
相
談
等

報
償
額

保
健
師
・
助
産
師
・
栄

養
士
は
8
0
0
0
円
、
看
護
師
は

5
4
0
0
円
（
1
回
あ
た
り
）

登
録
有
効
期
限

12
月
1
日
か
ら

22
年
3
月
31
日

提
出
書
類

履
歴
書
、
免
許
証
の

写
し

申
込
み
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ

ー
1
2
8
4
・
2
3
2
5

B

ク
リ
ス
マ
ス
人
形
劇

日
　
時

12
月
24
日
（
木
）
午
後

2
時
〜
3
時

内
　
容

「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」

対
　
象

幼
児
と
保
護
者
、
小
学

生
50
人

申
込
み

12
月
10
日
（
木
）
午
前

9
時
か
ら
整
理
券
配
布
。（
電
話

受
付
は
午
前
9
時
半
か
ら
）

B

鳩
ヶ
谷
セ
ミ
ナ
ー
第
3
回
公
民

館
の
実
験
実
習
室
に
行
っ
て
み

よ
う
「
お
も
し
ろ
理
科
教
室
」

日
　
時

12
月
26
日
（
土
）
午
前

で
、
希
望
職
種
の
募
集
が
行
わ
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

登
録
者
が
多
数
の
職
種
や
希
望
さ

れ
た
勤
務
条
件
に
合
わ
な
い
等
の

理
由
で
、
登
録
期
間
内
に
採
用
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。s

登
録
後
、

登
録
の
取
り
消
し
、
登
録
内
容
の

変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
直

接
ま
た
は
電
話
に
て
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。s

賃
金
は
、
時
給
8
7

0
円
〜
（
職
種
等
に
よ
り
異
な
り

ま
す
）s

登
録
申
込
書
は
登
録
・

採
用
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

登
録
受
付
期
間

随
時
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

登
録
有
効
期
限

22
年
1
月
1
日

か
ら
3
月
31
日

提
出
書
類

市
臨
時
職
員
等
登
録

申
込
書

応
募
資
格

中
型
ま
た
は
大
型
自

動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方
で
、

最
大
積
載
量
4
ｔ
以
上
の
大
型
自

動
車
の
運
転
経
験
が
あ
る
方

施
設
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
里
保
育
所
内
）

1
2
8
6
・
6
3
5
0

児
童
館

1
2
8
5
・
2
4
2
5

南
公
民
館

1
2
8
5
・
2
4
0
0

兵庫県台風第 9 号災害で被災された方に対し、市役所 1 階募金箱に3,050円の募金が寄せられ、日本赤十字社へ送金しました。ご協力ありがとう
ございました。問合せ 生活支援課・内線3531

臨時職員等職種一覧

臨
時
職
員
等
の
登
録

募
集

廃
棄
物
運
搬
車

運
転
員
の
登
録

子
育
て
ひ
ろ
ば

ポ
ッ
ポ

1
2
8
7
・
4
6
1
1

保
健
師
、
栄
養
士
、

看
護
師
等
の
登
録


